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となるので，1次従属である。 

 

2．(1) [1点]	 定常状態では直流成分のみを考えることとなる。直流回路としては、キャパシタは

絶縁体に相当し、電流は流れることができない。よって。 i ∞( ) = 0。 

(2)[1 点]	  Ri(t)+ 1
C

i(t)dt∫ = E、これを両辺時間微分して R di
dt
+

i
C
= 0 . 確かに斉次になってい

る。 

(3)[1点]	  R di
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= 0より， i = k 'e

−
t

CR  (ただし，k' は定数)。 

(4) [2点]	  t = 0でキャパシタ両端の電圧は 0なので，i(0) = E/R。よって  k’ = E/R.  

これより i t( ) = E
R
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(5) [1点]	  CR
 

(6) [2点]  非斉次方程式の特殊解が定常解である。すなわち交流回路を  v(t) = V0 exp(jωt)とおい

て解き、その虚数成分を求めれば良い。（交流の定常解）。
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ここで虚部をとって i(t) が求まる。 

i(t) =
ωCV0

1+ (ωCR)2
sin(ωt +φ)  

 


